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写真 1. 白化した原生的なサンゴ群落（嫁島東の湾、水深 7m 付近） 

白化率は小笠原での地点最高値を更新（サンゴ全体 90%、ミドリイシ類 100%） 

 

 

1. 要旨 

 2025 年 10 月、小笠原諸島の聟島列島において高水温によるイシサンゴ類（以

下、単にサンゴと表記）の大規模な白化現象が観測されました。小笠原諸島にお

ける大規模白化は近年発生頻度が高まっており、初めて観測された 2003 年以降

4回目となります。原生的なサンゴ群集が残る嫁島東の湾では、白化率 90%（ミ

ドリイシ類では 100%）を記録し、小笠原諸島で過去に観測された 1 地点の最大

白化率 80%を上回りました。気候変動による海水温上昇の影響が小笠原諸島にも

及んでいることが強く示唆され、実態把握のモニタリングの強化、気候変動への

適応を目指した保全計画の策定が必要です。 
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2. はじめに 

 サンゴ礁は豊かな生物多様性を育む重要な環境のひとつです。小笠原諸島で

は約220種のサンゴが記録されており、同緯度の奄美大島の水準に遜色が無く、

周囲に分散源の無い孤立した海洋島としては驚くべき多様性の高さを誇ります。

また、サボテンミドリイシ（Acropora florida）、オガサワラアザミサンゴ

（Galaxea astreata）、ナガレハナサンゴ（Euphyllia fimbriata）などが優占し

て純群落を形成していますが、これは他の海域ではみられない小笠原特有のも

のです。そして、小笠原諸島のサンゴ群集の価値の核心は、いまだかつてオニヒ

トデの大規模な被害を受けたことが無く、白化現象の深刻な被害を免れてきた

ことから、国内他海域では失われた原生的なサンゴ群落（大型の老成群体から成

る群落）が現存することです（野村、2017a; 環境省ほか、2024）。 

 しかし、近年は小笠原諸島においても高水温による白化現象が度々発生して

おり、サンゴ群集への悪影響が懸念されています。2025 年 10 月 12 日、当研究

所は東京都小笠原支庁の業務で媒島を訪れた際に、袋港湾口周辺のサンゴが多

数白化していることを確認しました。小笠原諸島のサンゴのモニタリングは、環

境省によって父島周辺海域および母島周辺海域において実施されていますが、

聟島列島では行われていません。聟島、媒島および嫁島には、原生的なサンゴ群

落の生育地点があるため、当研究所では白化状況の把握のため調査を実施しま

した。 

 

3. 調査方法 

調査は小笠原自然文化研究所の独自調査として、2025 年 10 月 20 日に聟島列

島の聟島 2 地点、媒島 2 地点、嫁島 1 地点において行いました。また、同時期

の父島の状況を把握するため、10 月 21 および 22 日に父島 3 地点においても調

査を実施しました。聟島列島の調査は佐々木哲朗（副理事長）が担当し、父島で

の調査は飴田洋祐（研究員）が行いました。 

調査地点毎におよそ 50m 四方の調査区を設定し、スポットチェック法（15 分

間のスノーケリングを行い、サンゴ被度※1、白化率※2、死亡率※3等を目視観察）

により記録しました。計測値はスポットチェック法の計測精度とされる 10ポイ

ント単位で記録しました。ただし、10%未満の値には 5%や 1%も使用しました。 

※１ サンゴ被度：調査地の海底に占める生きたサンゴ面積の割合。 

※２ サンゴ白化率：少しでも白化現象が見られる群体を対象とし、白化前まで生きていたと思われるサンゴ全体（白化

により死亡したサンゴ、白化したサンゴ、生きているサンゴの合計値）に占める、白化したサンゴ及び白化により死亡

したサンゴの割合。 

※３ サンゴ死亡率：白化前まで生きていたと思われるサンゴ全体（白化により死亡したサンゴ、白化したサンゴ、生き

ているサンゴの合計値）に占める、白化により死亡したサンゴの割合。 
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4. 結果および考察 

 調査した聟島列島 5地点のサンゴの白化率は 50%から 90%と高い値を記録しま

した（表 1、図 1〜2、写真 1〜11）。特に嫁島東の湾では、サンゴ全体の白化率

が 90%、ミドリイシ類では 100%に達しました。これまで小笠原諸島で観測され

た地点最高白化率は、2009 年の父島二見湾奥の 80%でしたが（佐々木、2025）、

今回の嫁島東の湾はその値を上回りました。 

 同時期の父島 3地点の白化率は 20〜30%でした。また、同時期の母島周辺海域

では、明らかな高水温による白化は確認されていません（向哲嗣、私信）。した

がって、2025 年シーズンの小笠原群島におけるサンゴの白化は聟島列島におい

て最も深刻化したといえます。 

 東京都小笠原支庁は 2016年に海域生態調査を実施しており、聟島北の湾、媒

島北の湾および嫁島東の湾において、原生的な老成群落が生育するサンゴ群集

を確認しています（野村、2017b）。本調査ではこの 3地点を調査しましたが、す

べて深刻な白化を呈し、一部には斃死が始まった群体もみられました。これまで

老成群落がみられる海域は、水温上昇が生じにくい、撹乱頻度の低い海域と捉え

てきました。実際に過去の大規模白化年において、父島周辺海域では二見港や南

島瀬戸など島の西側海域では白化率、水温共に高く、老成群落が残る兄島瀬戸や

巽湾では白化率、水温が低かったことが解っています（環境省関東地方環境事務

所、2021）。調査時、船舶の水温計では 28.4〜29.2℃と、10 月にしては高い値が

表示されていましたが、残念ながら聟島列島には継続的な水温ロガー設置地点

が無く、今回の白化をもたらした積算水温を分析することができません。 

 小笠原諸島は 2011 年に世界自然遺産に登録されましたが、諮問機関の IUCN

からは、海洋と陸域の一体的な保全管理、また、気候変動の影響評価と適応のた

めの研究モニタリング計画の策定が勧告されています。海水温上昇によるサン

ゴの白化に関する調査はこの 2 つの勧告に該当し、当研究所はモニタリングの

強化と適応への計画策定が必要と考えています。 
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表 1. 各地点の調査結果 

 

 

 

 

  

サンゴ全体

の白化率

サンゴ全体

の死亡率

ミドリイシ類

の白化率

ミドリイシ類

の死亡率

聟島北の湾

※原生的な群落
3〜10 10月20日 9:15-9:30 29.1 50 50 1＞ 70 1＞

小花湾 3〜7 10月20日 10:05-10:20 28.4 50 70 1＞ 100 1＞

媒島北の湾

※原生的な群落
3〜10 10月20日 11:05-11:20 28.4 60 70 1＞ 80 1＞

袋港湾口 3〜10 10月20日 11:50-12:05 28.4 50 60 1＞ 90 1＞

嫁島
嫁島東

※原生的な群落
3〜10 10月20日 13:15-13:30 29.2 60 90 1＞ 100 1＞

宮之浜中通島 3〜5 10月21日 10:50-11:05 28 80 20 1＞ 20 1＞

宮之浜湾口 3〜5 10月21日 11:15-11:30 28 80 30 1＞ 30 1＞

二見港二見岩 1〜6 10月22日 14:15-14:30 28 90 20 1＞ 20 1＞

父島

白化率・死亡率（%）

列島名 島名 地点名
サンゴ被度

（%）

父島列島

水深

（m）
調査日 観察時間

調査時の

水温（℃）

聟島列島

聟島

媒島
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図 1. サンゴ全体の白化率 

※国土地理院の地理院地図をもとに作成 
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図 2. ミドリイシ類の白化率 

※国土地理院の地理院地図をもとに作成 
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◯聟島北の湾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.水深 5m 付近のサンゴ群落 

5m 以浅ではクシハダミドリイシ（卓状）と被覆状ミドリイシ類の多くが白化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3. 白化した原生的なサンゴ群落（水深 10m） 

水深 10m 付近はミドリイシ類の半数が白化。調査範囲全体（水深 3〜10m）におけるサ

ンゴ全体の白化率は 50%、ミドリイシ類の白化率は 70%。 
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◯聟島小花湾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4. 白化したサボテンミドリイシ群落（水深 5m） 

調査範囲（水深 3〜7m）のサンゴ全体の白化率は 70%、ミドリイシ類の白化率は

100%。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5. 白化したハマサンゴ類（水深 3m） 

ハマサンゴ類の半数が白化。 
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◯媒島北の湾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6. 群体の一部が斃死したクシハダミドリイシ（水深 3m） 

斃死部は昨年以前に斃死したと思われる古い部位から、ごく最近斃死した新しい部位

を含んでいることから、何らかの感染症も斃死要因となっていると考えられる。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7.白化した原生的なサンゴ群落（水深 5m 付近） 

クシハダミドリイシや被覆状ミドリイシ類の大半が白化している。 
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◯媒島袋港湾口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8. 白化したオガサワラアザミサンゴの大型群体 

白化していた直径約 3m の大型群体（水深 10m 付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9. 斃死したクシハダミドリイシ 

緑褐色の部位が斃死部位で藻類が付着（水深 3m 付近） 
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◯嫁島東の湾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10. 水深 5m 付近のサンゴ群集 

サボテンミドリイシ（中央）などミドリイシ類の白化率は 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11. 水深 7m 付近のサンゴ群集 

樹枝状ミドリイシは Acropora donei、周辺はサボテンミドリイシ 

 

 

 

 

 

 

 

 


